
 

ふじのくに景観形成計画の評価方法について 

 

（要旨） 

本県の景観施策について有識者から意見・提言をいただく静岡県景観懇話会（以

下「懇話会」という。）において、「ふじのくに景観形成計画」の評価方法に関して

意見・提言があったので、以下の内容のとおり見直しを実施した。 

 

（内容） 

１ 懇話会での主な意見・提言 

(1)外部評価の実施 

これまで以上に詳細な評価を外部専門家に丁寧に見てもらうこと。 

(2)評価内容の充実 

取組の成果として生まれた景観の質や新たな課題、それらへの対応も評価する

こと。 

中間年、最終年といった節目には、景観がどのように良くなったのか、どのよ

うな制度ができたかについても評価する仕組みを検討すること。 

(3)評価視点の明示 

評価の視点を取組内容毎にあらかじめ明示すること。 
 
２ 新たな評価方法（次ページ以降参照） 

(1)外部評価の実施体制について 

懇話会の専門部会として「景観施策向上・評価専門部会」を設置した。 

部会の委員は、懇話会委員（10人）の中から選任（５人程度）する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2)評価内容の充実及び評価視点の明示について 

上記専門部会で（計４回開催）、評価方法について意見・提言をいただいたき、

見直しを実施した。 

見直し結果を踏まえ、今年度実施する令和元年度の取組評価から、有識者によ

る外部評価（コメント）、進捗状況に加え成果の達成状況を評価する等を新たに加

える。 
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静岡県景観懇話会 景観施策向上・評価専門部会の審議経緯 

 

1. 検討組織の設置 

令和２年 4月 1日より静岡県景観懇話会の専門部会として、景観施策向上・評価

専門部会を設置した（ふじのくに景観推進本部員には、令和２年３月 24日付け都

景第 359 号「静岡県景観懇話会設置要綱の改正について」により通知）。 

部会員は、静岡県景観懇話会委員である伊藤光造氏を部会長に、景観工学や教育、

観光等の総勢５名の専門家で構成する。 

 

静岡県景観懇話会景観施策向上・評価専門部会員 

氏 名 職    名 専門分野 

（部会長） 

伊藤 光造 
特定非営利活動法人くらしまち継承機構 理事長 地域コミュニティ 

浅見 佳世 常葉大学社会環境学部 准教授 植物生態学 

天野 光一 日本大学理工学部 教授 景観工学 

渡邉 靖乃 静岡県教育委員 教育 

Tony Everitt Tourism Shizuoka Japan 戦略アドバイザー 観光・広報 

 

 

2. 部会における審議経緯 

景観施策向上・評価専門部会は、「ふじのくに景観形成計画に位置付けた施策の

評価及び効果的・効率的な実施について助言、指導を行い、良い景観を形成する意

識・行動力の向上に寄与する」を職務とする専門部会である。 

令和２年度は、これまでの行動計画評価方法を見直し検討を行うことを目的とし

て、全４回部会を開催して、新たな評価方法を再構築するとともに、令和元年度に

実施した取組評価を実施した。 

 

開催日時 議題 

第１回 令和２年７月 31日（金） 

15 時～17 時 

・これまでの評価方法における問題点 

・新たな評価方法の検討方針 

第２回 令和２年９月４日（金） 

15 時～17 時 

・新たな評価方法の検討（案） 

・進捗評価報告書の新様式検討 

第３回 令和２年 10月 30日（金） 

13 時～15 時 

・新様式に基づく個票（案） 

・各事業・取組の評価担当委員の選定 

 個票で進捗管理を行う 28の事業・取組を所轄する担当課に対し、昨年度実績

成果を新たな評価方法に基づいた新様式での作成を依頼 

第４回 令和２年 12月１日（火） 

10 時～12 時 

・個票の事業・取組の個別評価（意見交換） 

・令和元年度の進捗評価に関する講評 

 



3. 部会における審議内容 

(1) 現行計画（平成 30年～令和元年度）の評価方法の問題点 

  担当課による自己評価では、対外的にどの状態なのか把握しきれない部分もある

ため、外部の専門家に丁寧に見てもらう必要がある。 

  取組を実施した結果、どのような成果が発現しているか把握できるよう評価内容

を充実させる必要がある。 

  評価の視点が示されていないため、取組ごとに評価にばらつきがあるため、あら

かじめ各取組の評価視点を明示する必要がある。 

 

(2) 新たな評価方法 

≪① 各専門分野の有識者による外部評価≫ 

 ・昨年度の取組状況を総括的に確認して、講評を実施する（別表１）。 

 ・個票で進捗状況を管理する景観形成を主とした 28の事業・取組について、担当課

が記載した実績や自己評価に対し、事業・取組ごとに有識者による個別評価や施

策向上に向けた助言コメントを付す（別表２）。 

 

≪② 達成目標を明示して、目標に対する実績を比較≫（別表２） 

 ・28の事業・取組について、行動計画の対象期間である 5か年における達成目標を

明示するとともに、年度ごとの「取組」や「成果」における目標を一覧表で可視

化する。 

 ・年度ごとの実績は、取組及び成果の観点から整理を行い、目標に対して実績が容

易に比較できる構成とする。 

 

≪③ 取組の進捗状況に加え、成果発現状況の把握≫（別表２） 

 ・28の事業・取組について、これまでの進捗状況を 4段階で評価することに加え、

取組を実施することで期待できる成果を 3段階による評価を新たに追加する。 

これは、取組の進捗状況に加え成果の発現状況を把握することで、取組が適切に期

待する成果に繋がっているか否かを確認するとともに、要因分析等を行うことで、

適切なタイミングでの取組改善が期待できる。 

 

≪④ 景観の質の向上の評価≫  

 ・景観の質に関する変化は、一定の期間を要することから、ふじのくに景観形成計

画対象期間である 10年の中間年（5年目、令和３年度）及び最終年度（10 年目、

令和 8年度）に評価を行う。 

 ・毎年の進捗評価において、景観変化が現れたものについては、適宜、実績に記載

する。 



総括評価新旧比較表 

新 旧 
 

 

 

 

（別表１） 

① 各専門分野の有識者による外部評価 



評価個票新旧比較表 

新 旧 
  

 

［是正前］ ［是正後］
■主要幹線道路の是正状況（伊⾖市：県道伊東⻄伊⾖線）

主要方策1｜広域景観形成をさらに加速させる 伊⾖半島
事業・取組名

09 伊⾖半島における屋外広告物対策【規制誘導・普及啓発】
担当課｜交通基盤部 景観まちづくり課

達 成 目 標 伊豆半島景観形成行動計画に基づき、県と市町等が連携して違反屋外広告物の是正指導を行い、東
京五輪までに景観への影響が特に大きい「野立て広告物」の違反をゼロにすることを目指し、美し
い伊豆半島を楽しめる“沿道景観づくり”を推進する。

令和元年度の取組実績・成果
≪取組実績≫
• 東京五輪の本県開催を契機として、伊豆半島では、平成29年度に県屋外広告物条例の普通規制地域を特別規制
地域に変更等をして、原則として幹線道路沿いでは広告物を設置できない規制強化を図り、違反広告物対策を
開始し、県と市町が連携体制を構築して、是正指導に取り組んでいる。

• 広域景観協議会を通じて、県と市町が連携体制を構築して取り組んだ結果、各市の主体的な取組を後押しし、
景観改善等の成果を上げることができた。

• 各市及び土木ごとの進捗状況を4半期ごとに公表することで、担当者のインセンティブとすることができた。

≪成果≫
• 幹線道路沿いの違反広告物について、平成29年12月時点で、2,232件あった違反広告物について、令和２年３
月時点で、1,886件是正し、残り346件となった。是正率は約85%である。

評価 要因分析・改善点

• 是正指導に向けて。県と市町で連携体制を構築することで各市の主体的な取組を後
押しするとともに、定期的な進捗管理の公表により、担当者のインセンティブとす
ることができた。

• 是正率は、令和元年度末時点で、85％（残り346件）であり、東京五輪までに違反
広告物をなくす目標に対して、着実に成果を上げている。

今後の予定
□R1完了 ■継続 • 残る違反広告物は困難案件が多いが、文書指導等の確実な手段で指導することによ

り、是正を進めていく。
• 是正された地域に新たに違反広告物が設置されないよう、景観への意識向上、理解
促進を図っていくことが必要であり、これまでの取組成果を広く県⺠等へ周知し、
意識啓発・理解促進を図っていく。

静岡県景観懇話会施策向上・評価専門部会委員のコメント（天野委員）
• 令和元年度までは、予定されていた2020東京オリンピック・パラリンピックに向けて、一定の成果を上げられ
たが、次年度は延期された大会に向けての取組が継続されていくものと思われる。伊豆半島における、市町と
の連携、⺠間活⼒の導⼊など、違反広告の是正に関する取組をまとめ、その⻑所、⾒直すべき点を整理して、
全県における取組へと展開していくことが重要であると考えられる。

進捗状況 目標成果

A 〇

項目 H29 H30 R1 R2 R3

取組 違反広告物の是正指導 現状調査
県条例改正

違反野立て広告物の是正指導
市町別の進捗状況を随時公表

違反野立て広告物の是正指導
違反自家広告物の是正指導

成果 違反広告物の件数
（是正率）[実績]

2,232（0%） → 0（100%）
※調査開始時 [982(56%)] [346(85%)] ※違反自家広告物対策も実施

景観
の質

美しい伊⾖半島を楽し
める“沿道景観づくり”

国際観光地にふさわしい景観を目指した「屋外広告物の規制強化」
伊⾖半島のあるべき姿を取り戻すための「違反広告物の撤去」

H29.12違反数 R2.3違反数

① 各専門分野の有識者による外部評価 
③ 進捗状況＋「成果」の達成状況を評価 

② 達成目標の明示（年度ごとの取組・成果、景観の質） 

（別表２） 


